
公演等における新型コロナウイルス感染拡大予防に係る 

公演主催者が講じるべき具体的対策（ガイドライン） 

 令和３年１０月 行田市産業文化会館  

 

行田市産業文化会館において、コンサートや演劇、講演会等の公演等（以下「公演等」という。）を開催する場

合には、以下の措置を講じることとし、その際、措置を講じるべき主体は、公演の主催者（以下「公演主催者」とい

う。）であることに留意し、 施設管理者の協力の下、実施することとする。 

 

ア） 公演前  

・ 各回の公演等ごとに、当該公演等の来場者（以下「来場者」という。）及び公演等のスタッフ（以下「スタッ 

フ」という。）、出演者の氏名及び緊急連絡先を把握し、名簿を作成する（提出不要）。また、来場者及び 

スタッフに対して、こうした情報が必要に応じて保健所等の公的機関へ提供され得ることを事前に周知 

する。 

・ 名簿については公演主催者の管理とし、２週間保管する。個人情報を含むため、保管の際は十分な対 

策を講ずること。  

・ 可能であれば、接触確認アプリ等を活用して、公演参加者の感染状況等の把握を行う。  

・ 本ガイドライン及びこれを踏まえた現場の対応方針を、全員に周知徹底を図る。 

 

 

イ） 公演当日  

・ 来場者の感染防止策として以下の措置を講ずる。 

-  37.5度以上の発熱がある場合（または平熱比 1度超過）や軽い風邪の症状があり、解熱剤を服用し、 

体温が正常になっていると判明した場合についても、入場を制限させていただき、医療機関を受診す 

るよう促す。 

- 体温管理・衛生管理等を実施する。 

- マスク着用及び定期的な手指消毒を奨励する。  

- ホール入口の手指消毒液は、主催者が設置する。  

- ホール入口で非接触型検温器による検温を実施する。 

- 座席は原則として指定席とする。  

- 舞台と客席の間隔を 2ｍ以上空ける。 

- 座席や通路を利用した演出は行わないこととする。  

- 来場者同士の接触は控えていただくよう周知する。  

- 来場者と接触するような演出（来場者をステージにあげる、ハイタッチをする、出演者が座席や通路を 

利用する等）は行わないこととする。  

- 公演等に係る演者のグッズ販売は、原則としてオンラインでのみ行う。 

- プレゼント・差し入れ、入待ち・出待ちは控えるよう呼びかける。 

- 行列や混雑が予想される場所（入退場時）では、最小 1ｍ（2ｍが望ましい）の間隔をあけた整列を 

する。 

 

 

 



・ スタッフ、出演者の感染防止策として以下の措置を講ずる。 

- 公演等の運営に必要な最小限度の人数とする。 

- 舞台上の出演者同士の間隔を 1m（できるだけ 2mを目安に）空け、対面を避ける等、感染リスクの少な 

い演出とする。 

- マイク等（付帯設備）を使用後は、アルコールで消毒する。使用者が変わる場合も同様に消毒を行う。 

- マスク着用や手指消毒を徹底する。スタッフ、出演者用の手指消毒液は主催者が用意する。また、必 

要に応じてマスクを用意する。 

- 飲食をする場合は、黙食、マスク会食を徹底する。 

- 自宅で検温を行うこととし、37.5 度以上の発熱がある場合（または平熱比 1 度超過）や軽い風邪の症状

があり、解熱剤を服用し、体温が正常になっていると判明した場合についても、入場を制限させていた

だき、医療機関を受診するよう促す。 

- スタッフの緊急連絡先や勤務状況を把握する。 

- スタッフに感染が疑われる場合には、保健所の聞き取りに協力し、必要な情報提供を行う。 

 

・ 感染が疑われる者が公演中に発生した場合は、以下のとおり対応する。 

- 速やかに別室へ隔離を行う。※第１～３化粧室を隔離室として利用可。 

- 対応するスタッフ等は、マスクや手袋の着用等適切な防護対策を講じた上で対応する。 

- 感染が疑われる者が発生した部屋の換気を行う。 

- 公演主催者は保健所へ連絡し、消毒や濃厚接触者調査の指示を受ける。 

- 感染者と接触したスタッフ及び来場者の氏名、緊急連絡先を把握、名簿を作成し、必要に応じて提出

する。 

- 症状が重篤な場合は、保健所とも相談し、医療機関へ搬送する。 

- 感染が疑われる者が公演等の終了後に発生したことが判明した場合、保健所等の公的機関による 

聞き取りに協力し、必要な情報提供を行う。併せて、行田市産業文化会館へ情報提供を行う。 

- 行田市産業文化会館で、感染者が発生した場合は、ホームページ等に情報を掲載しますので、来 

場者が各自で確認できるように周知する。 

産業文化会館ホームページ ＵＲＬ https://www.ikiiki-zaidan.or.jp/sangyou/index.html 

・ その他の感染防止策として以下の措置を講ずる。 

- １時間に 1回、ホールの扉を開放し、会場内の換気を行う。楽屋、控室等は常時換気を行う。 

- 入場時のもぎりの際は、マスクや手袋などを着用して行う。または、来場者が自分で半券を切って 

箱に入れる措置をとった場合は、スタッフが目視で確認する等の工夫をする。 

- パンフレット・チラシ・アンケート等は手渡しによる配布は避けるようにする。 

- 公演等に限定したチケット窓口を設置して対面で販売を行う場合、アクリル板や透明ビニールカー 

テンにより購買者との間を遮断する。 

- 余裕を持った入退場時間を設定し、座席エリアごとの時間差での入場、退場等の工夫を行う。 

- 場内における会話は控えるよう呼びかける。 

- 退場時に来場者に対し、公演等後 2 週間以内に感染が疑われる症状が出た場合の対処の仕方（ 

帰国者・接触者相談センターやかかりつけ医等への電話相談等）を周知する。 
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